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この夏から初秋にかけて開催された〈大地の芸術祭
－越後妻有アートトリエンナーレ2009〉で舞踏や
大道芸などを披露した家族舞踏団『南山座』。美術
ディレクターのもと、その装置の実制作を任された
のが、大学院工芸領域の坂内まゆ子さんと研究生
の松田かやさん。舞踏家本人や舞台監督との打ち
合わせでキーコンセプトは「草」に決定。2人のこだ
わりでもあるドットや植物のモチーフを提案し、装
飾用の布や敷物を制作しました。クッションは子ど
もたちを気遣ってプラスした小道具。現地で草花
を採取してカゴに装飾するなど舞踏団の巡演にも
立ち会い、地元との一体感を追究しました。

『南山座』大道芸巡業のための仮設舞台
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「g*g」とは?
芸工大広報誌のタイトルは「g*g」。最初の「g」は
芸工大のgであり、もう一つの「g」は芸術市民のg。
文化的志向を持つ皆さんを「芸術市民」と名付けま
した。あの絵が好き！ このデザインかっこいい！ 景観
がきれい！ こんな風に日常の中で感動できる人は立
派な芸術市民。そんな芸術市民のみなさんと芸工大
が、「＋」より強い「*」で結ばれることで、新しい何かを創り上げていきたい、そんな思いを込めて「g*g」、
親しみを込めて「ジー・ジー」と呼んでください。
広報室では、「g*g」を置いてくれるショップやギャラ
リーなどを随時募集中です。

東北芸術工科大学広報誌  g*g
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◎芸術学部
美術史・文化財保存修復学科
歴史遺産学科
美術科［総合美術／日本画／洋画／版画／彫刻／
工芸（漆芸・陶芸・金工）／テキスタイル］

◎デザイン工学部
企画構想学科
プロダクトデザイン学科
建築・環境デザイン学科
グラフィックデザイン学科
映像学科
メディア・コンテンツデザイン学科

◎大学院芸術工学研究科
博士後期課程 芸術工学専攻
修士課程［芸術文化専攻／デザイン工学専攻／
デザイン工学専攻 仙台スクール］

◎研究機関
総合研究センター／東北文化研究センター／文化
財保存修復研究センター／こども芸術教育研究セ
ンター／デザイン哲学研究所／東アジア芸術文化
研究所／社会芸術総合研究所
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一般の方を対象にした公開講座を開講しています。生涯学習の
一環のほか、趣味のレベルアップや新しい趣味を発見するきっ
かけとして、皆さんのご参加をお待ちしております。受講料、募
集期間は講座によって異なります。大学 HPにて講座の詳しい情
報を掲載しておりますのでご覧ください。
お問合せ：本学エクステンション担当 TEL：023-627-2091

芸工大には、高校を卒業した方、それと同等の能力が認められる一般の方が本学の講義を受講できる、科目等履
修生と一般聴講生の制度があります（『科目等履修生』：単位の修得を希望する方／『一般聴講生』：単位は修得
しないが聴講を希望する方）。履修できる科目は、該当年次に開講する講義科目、外国語科目、共通演習科目で
す。受講生は本学図書館からの本の貸し出し、学内無線 LANや大学メールアドレスの利用などが可能です。納
付金は入学金20,000円に加え、科目等履修生は1単位20,000円、一般聴講生は1単位10,000円になります。
募集期間は前期が3月下旬頃まで、後期が9月上旬頃までです。お問合せ：本学事務室 TEL：023-627-2010

芸工大の施設見学と学食の特別フラン
ス料理を食べる〈施設見学とカジュア
ルコースを食べる会〉の事は新聞を見て
知りました。以前から芸工大に興味があ
り、すぐに申込みました。意外と地域に
開かれた大学なんですね。公開講座など
も受講しようかと思います。食事は地元
の夏野菜を使ったもので、美味しくて彩
りも綺麗で満足。これからも市民が大学
に来るきっかけ作りをして欲しいですね。
●植松さん、池田さんご夫妻／天童市

水戸芸術館からシンポジウムのお知らせ
をいただき、「アートは貧困を救えるか」
というテーマに惹かれて参加しました。
映画監督の北野武さんが映画『アキレ
スと亀』を撮影した際に、「美術に触れ
られるということだけで十分豊かだ」と
おっしゃっていたのですが、でも実際は
どうなんだろうと思っていたんです。宮
島さんの話を聞いて、これからも変わら
ないテーマなんだなと思いました。
●中尾さん／東京都

※国立新美術館にて行われたシンポジウム『ウ
ガンダのエイズ孤児、アーティストに出会う』の
詳細は P4にて紹介しております。

魅力的な講師陣に惹かれて何度か受講
しています。講師の方が素晴らしいので
毎回勉強になりますし、自分の作品に対
して先生方から意見をもらえる場はとて
も貴重です。08年に『臨床真理』（09

年／宝島社）で、宝島社が主催する「こ
のミステリーがすごい！」大賞を受賞し、
作家として活動しています。現在は次回
作にむけて執筆中です。専門書が多く、
調べものには丁度良いので、芸工大の
図書館はよく利用しています。
●柚月さん／山形市

〈こども芸術大学〉に通っている子どもと主人
の4人で見に来ました。猿を間近に見られる機
会がないので子どもにとっても私にとってもい
い時間だったなと思います。芸工大は市内を一
望できる環境の良さといろんな情報が得られて、
親と子の両方にいい刺激を与えてくれますね。
●佐藤さん親子／山形市

お寺の文化財も修復してくれると聞き、
傷みが気になっていた江戸時代後期の
お涅槃図の修復を〈文化財保存修復研
究センター〉にお願いしました。これま
で100年以上残ってきたお涅槃図で、
檀家の皆さんの気持ちがこもったもので
すので、更にこれから100年残るように
修復してもらえればと思います。芸工大
は首都圏の大学では難しい、地域へ開
かれた、良好な関係をつくっているとこ
ろだと思っています。
●伊藤さん／高畠町

以前に仕事で芸工大に伺った際にお会
いした先生に影響を受け、ぜひ芸工大で
学びたいと思ったのがきっかけで〈大学
院仙台スクール〉に入学しました。今日は、
山形県最上町の瀬見温泉郷で行われる
夏祭りの視察に参加しました。「義経東
下り」を表現した光のイベントなどが素
晴らしかったです。現在は、働きながら学
ぶということが毎日楽しく、生活の一部
としてなくてはならないものになりました。
●小野さん／仙台市

18歳で山形を出て神奈川で暮らし、60

歳になって戻ってきました。山形、東北
の事をもっと知りたいと思い、昨年から
気になっていた〈六十里越街道を歩く
会〉に今年初参加です。以前、街道の
一部を歩いた経験もあり、今回のために
120kmほど歩く練習をしましたが、それ
でも六十里は苛酷！ 東海道五十三次な
ども巡りましたが、それよりずっと険しい
道のりですね。芸工大はイベントが多く
注目しています。今度は羽州街道もやっ
てもらいたいですね。
●菊地さん／上山市

芸工大は在学生だけのものではありません。
実は、一般の方も参加できる講義やイベントが盛り沢山。
実際にお越しいただいた方々にインタビューをしてみました。
これを機会に、ぜび皆さんも「芸術市民」として
芸工大に足をはこんでみてください。

芸工大の利用の仕方は、十人十色。
それぞれの場所で突撃インタビュー。

毎年楽しみにしている〈ライティングオブジェ
展〉に娘と2人で来ました。身近な素材で面白
い形を作る、斬新なアイデアが好きですね。彫
刻刀などの販売店を営んでおり、学生や先生が
ときどき買いにきてくれるので、芸工大は少し身
近な存在です。
●藤沢さん親子／山形市 

土木系の技術者として働いた後、定年
退職して現在は学部生として大学に通っ
ています。病気を経て人生観が変わり、
自分が本当に学びたい分野に取り組みた
いと考えました。自分のペースで自分の
好きな勉強ができるという事がとても楽
しく毎日充実しています。世代の違う学
生と話をするのも楽しいです。若い学生
たちには、もっと本気を出して勉強も遊
びもやってもらいたいと思っています。
●荒井さん／山形市

昨年、車のラジオで企画構想学科の存
在を知り、自分が今まで興味のあった
「企画」を学べそうだと思い、オープン
キャンパスを覗いたのがきっかけで、〈科
目等履修生〉に申し込みました。仕事の
時間を割いて仙台から通っているので、
できるだけ多くの事を吸収したいです。
毎回学ぶべき事も多く、ビジネスにフィ
ードバックできそうな内容なので今後の
授業展開が楽しみです。
●五十嵐さん／仙台市

今日は友達と2人で初めて〈オープンキ
ャンパス〉に来ました。さきほど彫刻コ
ースで金属のネームプレート制作体験を
してきました。これから映像学科のワー
クショップに行こうと思います。芸工大
は建物も変わっていてワクワクする感じ。
学生がフレンドリーで説明も丁寧でとて
も楽しんでいます。
●石田さん、瀬川さん／岩手県

〈芸工祭〉と〈卒展〉には、毎回わくわくし
ながら足を運んでいます。今日はオープニ
ングから参加してウェストバッグや手作り
の指人形を買いました。展示もバラエティ
に富んできて、より楽しくなってきましたね。
私にとって芸工大は太陽の昇る場所。
高揚感と刺激を与えてくれます。
●斉藤さん、金子さん／山形市

公開講座
「科目等履修生証」や「一般聴講生証」の他、研究活動に対応した指導教員の指導を受
けられるほか、指導教員などの承諾を得て研究の関連授業を聴講できる「研究生」制度
があります。ただし、単位修得を希望する場合は、併せて科目等履修生としての入学が必
要です。納付金は、入学金が20,000円、授業料が月額30,000円です。出願期間は前期が
2月中旬頃、後期が8月中旬頃になります。
お問合せ：本学教学事務室 TEL：023-627-2010

研究生科目等履修生／一般聴講生
芸工大では、社会人の方向けの入試制度として、「社会人特別選抜試験」を実施していま
す。高校卒業後5年を経過した方、あるいは高校卒業程度認定試験に合格した方などが
受験可能です。全ての学科コースで受験が可能で、試験方法や実施時間は自己推薦入試
と同様になります。出願期間は2009年10月21日（水）から11月4日（水）です。試験は
本学で実施する山形会場の他、東京、札幌でも実施します。
お問合せ：本学入試課 TEL：0120-27-8160

社会人特別選抜試験
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日本の学生たちへのウガンダの勉強会に協力して
いただいた桜木奈央子さんは、大学時代に内戦中
のウガンダを訪れたことをきっかけに、NGO現地
コーディネーターとして活動。桜木さんの写真には、
ウガンダの風土や人々の圧倒的な美しさが写され
ています。アートを通じて、世界中の多くの人と繋
がりを持てたということも、今回の大きな収穫のひ
とつです。WEB：http:/ /sakuraginaoko.com/

自然素材の顔料で描く日本画。スケッチ
旅行や、岩を砕いて作る岩絵の具制作、
コースの畑で収穫した植物や野菜をモ
チーフにするなど、日本画の奥深さ、自然
を描くことを根底から見つめる精神性を
大切にしています。また日本画壇を牽引
する指導陣が勢揃い。先生と学生、学年
間との距離も近く、お互いに高めあう環
境が整っています。

NPO「アフリカの水」代表 
桜木奈央子さんの写真

美術科日本画コース

絵の具をたっぷり使って楽しそうに絵を描
くウガンダの子どもたち。現地での映像
を解説する宮島教授（左）と石田氏（右）。

左：『shadow in soil 094』佐藤裕一郎  パネルに和紙、顔料、金属粉、染料／
227×1820cm／2009年  右：『トブトラ』長沢明  寒冷紗に土、石膏、岩絵具、ク
レヨン／227.3×456cm／2009年

ウガンダの子供たち 芸工大生

シンポジウムの第1部は、2009年1月
に宮島副学長・教授がウガンダを訪れ、
エイズ孤児たちと行ったワークショップ
の報告会。今回のワークショップには、
人の死と向き合う機会の多いウガンダ
の孤児たちに、プレゼントとなる楽しい
時間や達成感を味わってほしい、との
想いが込められています。宮島教授の
ほか、学生や開発途上国援助に取り組
む世界銀行 TDLCの石田俊輔氏を交え、
これまでの経緯と様子が伝えられました。
世界銀行から今回のきっかけとなる話
を受けた宮島教授は、芸術やデザイン
が社会へ与えられる力を直接的に学べ
る機会と考え、芸工大生と姉妹校の京
都造形芸術大学の学生の参加を募り、

プロジェクトとして展開。「発展途上国
にとって、食糧や医療といった援助は
最低限必要です。しかしパンと水があ
れば音楽はいらないのか」という現地
の関係者の声を聞き、参加学生も、ア
ートで孤児たちに楽しい時間を過ごして
もらうというアートの役割について認識
し、具体的な実施計画として練りました。
いくつかの案から選ばれたのは、『生ま
れる未来をつなごう』という、大きな布
に子どもたちのシルエット（輪郭）を描
き、そこに各自の夢を描き込むというも
の。はじめに山形の子どもたちがお互
いのシルエットを描いた布を携えて、宮
島教授が代表者としてウガンダを訪問。
それに重ねるように現地のエイズ孤児、

約30名が互いのシルエットと自分の夢
を描きました。普段の学校での勉強と
は異なり、自己表現をする機会の少な
いウガンダの子どもたちが初めて手に
する絵筆や絵の具で、探りながら布に
描く様子を宮島教授が解説。そんな彼
らの夢は、サッカー選手になりたい、車
がほしい、ガソリンスタンドで働きたい、
など素朴なもの。
その両国の子どもたちの想いが込められ
た鮮やかな布が重なることで、お互い
の等しい存在を重ね知るという、距離や
言葉を超えた作品に仕上がりました。
また当日は、会場と現地がテレビ中継
で結ばれ、現地 NGOの ASHINAGA

ウガンダの佐藤さんが「彼らの暮し自
体に劇的な変化はなくても、次の機会
をとても楽しみにしている。」と次への
想いも伝えられました。
2部ではアートとデザインの可能性につ
いて、マエキタミヤコ氏を交えたシンポ
ジウムを開催しました。その様子はWEB

でご覧ください。

7月11日、東京の国立新美術館にて「ウガンダのエイズ孤児、アーティストに出会う」と題したシンポジウムを
開催。芸工大からは、現代美術家の宮島達男副学長と脚本家の小山薫堂教授が参加。ワークショップを
考案した学生もステージに立ち、アフリカが抱える社会問題に投げかけた、明るいアクションを発表した。

ウガンダのアスタンプタさんからの絵はがき
ワークショップの後、ウガンダの現地でNPO「MUKWANO」を立
ち上げている永谷裕香さんを通じて届いた、エイズ孤児のアスタン
プタさんからのお手紙には、レインボーハウス（ワークショップ会場）
でみんなと絵を描けてとてもうれしかったこと、どうやったら自分の
夢を絵に描けるかを今も考えていること、そしてアスタンプタさん
の「未来への希望」を表す花の絵が描き添えられていました。

芸工大 OB

山形を原点として、接点として
大作に挑み続ける二人。

日本画の可能性に挑む作家による
META展が、芸工大にやって来た。
かつての師と学生が、作品を通して
互いの今を確かめ合った。

9月28日から10月10日までの13日間、本
館7階ギャラリーでグループ METAによ
る展覧会「ダイナミズムの源流  HEAVY 

METAⅡ」を開催しました。METAは、
伝統技法を踏襲しながらも新しい現代日
本画を追究し続ける気鋭作家グループに
よる作品展。本学美術科日本画コースの
長沢明教授と、長沢教授の推薦でメンバ
ーとなった本学 OBの佐藤裕一郎さんをは
じめとする10人の作家による大作が来場
者を圧倒しました。
特に、現役学生たちの間では、数歩前を
行く先輩として身近な佐藤さんの作品が注
目の的だったようです。現在は、埼玉県を
拠点に制作活動中の佐藤さんは今回の展
示を機に母校を訪れ、長沢教授とのうれし
い再会となりました。佐藤さんにとって長
沢教授は師を超えた存在。在学中に教授
が着任されとことを本当にラッキーだった
と振り返ります。長沢教授にとっても佐藤
さんとの出会いは鮮烈だったようで、「教室
の中で浮きまくっていた彼の気骨とオーラ
に、コイツやるな」と直感したそうです。1

対1の時には一作家としての苦悩を佐藤さ
んに吐露し、リアルな作家像を隠さず見せ
つけたという長沢教授。
そんな2人が思い出の多いギャラリーで競
演を果たした「HEAVY METAⅡ展」。佐
藤さんの作品に対する長沢教授の評価は
「さすがに質は高いけど、品がよすぎない
か。もっと暑苦しい作風だったのに」とな
かなか手厳しい。「いろいろ言われる事は
承知の上です。次の段階へのプロセスと
して正反対の事や新しい要素に挑戦して
います」と言い切った佐藤さん。長沢教
授は大きく頷いて共感し、教え子の人間
的な成長を改めて実感したのか、「東京か
ら発信するのはもうカッコ悪い。山形に帰
って来て、東北からムーブメントを起こそ
う」と帰郷を促していました。日本画の新
しい潮流は山形に端を発することになるか
もしれません。

佐藤裕一郎  Sato Yuichiro

1979年山形県生まれ。東北芸術工科大学大学院
日本画研究領域修了。創画展入選、臥龍桜日本画
大賞展優秀賞など、在学中より注目を集める。
2007年より長沢教授の薦めでMETAⅡ展に参加。
現在は、埼玉県を拠点に作家活動中。

長沢明  Nagasawa Akira

1967年新潟県生まれ。東京藝術大学大学院美術
研究科修士課程日本画専攻修了。柏市文化フォー
ラム104大賞展 TAMON賞受賞など受賞歴多数。
2001年よりMETA展参加。「トラ」シリーズで知ら
れる本学芸術学部美術科教授。

時間が緩やかな
山形は最高の制作環境。
早く帰ってこいよ。

ずっとそのままの
先生でいてください。

エイズ孤児にアートができたことは、
自分の想いをかたちにする素晴らしさ。

学生たちが考えたワークショップのアイデ
アを、こども芸術大学の子どもたちと父母
さんが、実験も兼ねてまず日本で実践。ウ
ガンダのエイズ孤児の子どもたちへ日本で
生きる私たちの存在を伝え、こども芸術大
学の子どもたちが、遠く離れた人々の存在
を身近に感じるきっかけにも。芸工大なら
ではのワークショップと言えます。

こども芸術大学の
子どもたちと

芸工大では、高校生や小中学生、一般団体
の方などの大学見学を随時受付けていま
す。また、7階ギャラリーなどで開催する規
模の大きな作品展では、学芸員によるギャ
ラリートークなども実施しています。学食で
の昼食も可能です。事前の日程調整が必
要ですので、お気軽に本学総務課までお
問合せください。TEL：023-627-2000

大学見学・
ギャラリートーク

上：ワークショップの企画に取り組み、シンポジウ
ムでは感想や今後の抱負を語った芸工大生の学生
たち。 中：シンポジウムの後には第2部の講演者
たちとの交流会が行われた。 下：国立新美術館内
ではウガンダと日本の子どもたちの夢や希望が描
かれた作品が展示された。
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マークがついている部分は、http://gs.tuad.ac.jp/gg/にて詳細をご覧いただけます。



世界が絶賛！ おめでとう根岸監督、
モントリオール世界映画祭で監督賞

「日本文化芸術研究センター」を
姉妹校と共同運営し、平和創造に寄与

映像学科教授の根岸吉太郎監督新作映画で、
2009年のモントリオール世界映画祭に出品して
いた「ヴィヨンの妻」が、日本時間9月8日に最
優秀監督賞を受賞しました。ヴィヨンの妻は、浅
野忠信と松たか子主演、太宰治原作の、大人の
ラブストーリーです。根岸吉太郎教授から、以下
のような学生に向けてのコメントをいただきました。
「映像は、国境も年齢も時代もとび越えて人に何
かを伝えていくことができる、というのが今回の
受賞を通じて得た実感です。学生には沢山の映
画をスクリーンで見て、映画が持っている情報量
と思想を受け止めてほしい。世の中のいろんなチ
ャンスを活かせるように、普段から虎視眈々と映
像を作ってほしいと思います。」

Ｃ2009フジテレビジョン パパドゥ 新潮社 日本映画衛星放送

写真提供：株式会社アートフロントギャラリー

本学と姉妹校の京都造形芸術大学は、明治神宮
外苑にキャンパス（仮称：外苑キャンパス）を新
設し、社会に開かれた文化芸術教育拠点として
「日本文化芸術研究センター」を開設、共同運営
することを9月18日に発表しました。芸術家や研
究者、社会人や学生など、様々な人たちが世代
や立場を越えて集まり、東アジアをはじめ世界の
平和創造に寄与する日本文化のあり方を探求し、
学び、かつ実践する拠点となることを目指します。
センター長には、茶道裏千家家元の千宗室氏が
就任し、設立準備委員として本学からは、赤坂
憲雄教授、小山薫堂教授らが就きます。竣工は
来年6月を予定し、人形町と代官山にある東京サ
テライトキャンパス機能も、ここに集約します。
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美術教員の思いが結集、悠創展2009
山形県内の美術教育関係者による展覧会

美術教育に関わる教員による展覧会「悠創展」
の第1回（全 3回）が 7月28日－8月9日にかけ
て悠創館で開催されました。本学からの11名の
教員を含む、小・中・高等学校、大学、専門学
校、特別支援学校などの現役教員43名が集い、
活気あふれる展示会となりました。8月8日には
記念シンポジウム「美術教育への提言」を開催し、
教育現場での取り組みを紹介。これからの美術
教育について様々な意見が出されました。
シンポジウムパネラー：片桐隆嗣（こども芸術教育
研究センター長）／岡田真宏（美術科教授）ほか
コーディネーター：山田修市（芸術学部長）
後援：山形県教育委員会

12

洋画コースの2名が選抜されて出品
「HATSUGA 2009 東北学生選抜展」

4人の卒業生の頑張りに出会った
Art Smash－投げかけるアート展

花笠パレードに参加
芸工大生パワーで沿道の観客を魅了

art data bank 展に選抜された
在学生とOGが若手版画4人展を開催

東北の芸術家の成長をサポートする為に、各大学か
ら推薦を受けた学生を仙台美術協会が全面的にバ
ックアップして行う学生支援企画展「HATSUGA

2009 東北学生選抜展」に、洋画コース4年の
野瀬昌樹さんと3年の西村沙由里さんが選抜さ
れ、ギャラリー Senbiにて作品展を開催しました。
WEB：http:/ /www.senbi-art.com/gallery/

独自の作風を展開し、若手アーティストとして有
望視されている卒業生の後藤瞳さん、尾坪大輔
さん、松山隼さん、佐東恵さんと、大学院生の
佐藤未希さんの4人が 8月17日－22日に東京・
銀座のgallery Qにてグループ展「Art Smash

－投げかけるアート」を開催しました。

今年で第47回目を迎え、8月5日－7日に開催さ
れた「山形花笠まつり」の花笠パレードに、1～
4年生100名が参加しました。今年で12回目と
なる芸工大は、8月7日に出場。花柳衛優（はな
やぎえいゆう）先生により考案された「男踊り」
と「芸工大桜風吹（さくらかぶき）」を1時間半
にわたり踊り、山形の夏夜を盛上げました。

洋画コース4年の野瀬昌樹さんと3年の西村沙由
里さん、卒業生の福田浩子さんが銀座のギャラ
リー主催の art data bank 展に選抜され、8月
13日－22日に版画作品を出品しました。
WEB：http:/ /www.artdatabank.co.jp/
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第20回臥龍桜日本画大賞展で大賞ほか
多数受賞！ 才能満開、日本画コース

既成の分野・会派の枠を越え、未来を担う真摯
で創造力ある作家の発掘と、日本画の新たな可
能性の開拓を目指す全国公募展「臥龍桜日本画
大賞展」にて、日本画コース4年の山口裕子さん
の作品「君をのせて」が大賞を受賞。他、多数
入賞しました。高山、東京、平塚（以上終了）、
岐阜での巡回展に出品されます。
大賞：山口裕子（学部4年・写真）
奨励賞：竹下修司（大学院2年）
入選：塩澤清志（学部3年）／須田千恵（卒業
生）／高田陽子（卒業生）
会期：10月27日－11月1日
会場：岐阜県美術館

21

若手作家の登竜門、第1回青木繁記念
大賞西日本美術展に入選の栄誉

後輩たちの士気高揚にも繋げてほしい
佐藤国際文化育英財団に採用の2人

洋画コース4年の近藤亜樹さんが、第1回青木
繁記念大賞西日本美術展に入選。美術展は719

作家1,186点の出品作品の中から、15点の入賞
作品と79点の入選作品が選考。7月4日－26日
に石橋美術館1階ギャラリーにて受賞展を開催し
ました。

美術を専攻する国内外の学生への奨学援助、美
術を通じた国際交流による相互理解の促進に貢
献することを目的とする佐藤国際文化育英財団に、
大学院版画領域1年の李英圭さんと、大学院日
本画領域1年の山田正一郎さんが採用されまし
た。（奨学金：3万円／給付期間：2年間）。また
昨年度採用された松浦翼さんと佐藤賀奈子さん
が出品する展覧会が10月１日－11月15日に佐藤
美術館にて開催されます。
WEB：http:/ /homepage3.nif ty.com/sato-

museum/
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伝統ある湯治場に触発された作家たち
第3回灯籠絵展示会「ひじおりの灯」

ケータイサイトが充実
リニューアル。メルマガ
登録募集中！

蔵の魅力発信！ ヤマガタ蔵プロジェクト
OPEN HOUSE in HATAGO

学生支援推進プログラムに採択
今後はさらに人材育成で社会に貢献

もっと自由に創作の翼を広げよう
アトリエ増築工事起工式を執行

多彩な光が夏の闇をつつみ込んだ
「 Lighting Object 2009」映像 ･ 音楽＆アートのセッション

高木正勝 上映＋トークを楽しんだ

エコな家提案、「未来の住宅カーボン
ニュートラルハウスの教科書」を出版

現代版・湯治の創出を目指し、「伝統ある湯治場
の魅力を100年後の子どもたちに継承する」取
り組みとして3年目を迎える「ひじおりの灯」。今
年は、三瀬夏之介准教授率いる在学生・卒業生
有志43名が、肘折温泉の情景をもとに35基の
灯籠画を仕上げました。7月20日には描いた灯
籠を作家たちが解説しながら巡る「肘折絵語り」
を開催したほか、肘折小中学校の廃校までの1

年間を追った『湯の里ひじおり』の上映会、旧
肘折郵便局舎前に設置した移動茶屋など、複数
のイベントを7月13日－8月31日の会期中に開
催。また同時企画として、大蔵村の「四ヶ村棚
田ほたる火コンサート」も開催しました。

メールを可愛くデコレーションするグリーティン
グカードや、各学科・コース副手が日々の学科の
様子を綴るブログを集約したブログセンター、学
生が綴る「学生ブログ」など、新しいコンテンツ
も盛り込んで、芸工大の携帯サイトが新しくなり
ました。山形での暮しの様子やサークル情報な
ど、大学を詳しく知る情報を掲載しています。

今年の蔵プロジェクトは「蔵のそうじ」をテーマ
に、再び蔵の魅力を感じてもらうことで、保存・
活用につなげる運動を行っています。その一環と
して、空き家になっていた築100年程の旧木村
邸（旅篭町）を一般公開。7月にオープンハウス
として、座敷蔵をギャラリーに山形市明治大火の
写真を展示。8月には山形の蔵の情報やこれまで
の蔵プロジェクトの活動報告を展示しました。

芸術・デザイン系大学としての特色ある教育を活
かしながら、その能力を通じて社会に貢献できる
人材を育成するための総合的な学修支援として、
本学の「芸術・デザイン教育による社会人力育
成支援プログラム」が、日本学生支援機構の
『平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」
学生支援推進プログラム』に採択されました。
WEB：http:/ /www.jasso.go.jp/

大学院教育充実を図るため、点在していた美術
科の演習室を集約させるアトリエ棟を増築します。
日本画領域、洋画・版画領域などの制作スペー
ス、学部学生との教育環境共同作業スペース等、
新たな領域の研究に活用する予定です。
工期：2009年7月15日－2010年4月15日（予定）

キャンパスいっぱいに、工芸コースの3年生39

名が陶芸・漆芸・金工・テキスタイルの素材を活
かした光るオブジェを展示する「ライティングオ
ブジェ展」を7月18日－30日に開催しました。
分野を越えて多素材を組み合わせ、光を用いた
空間演出を試みた作品が特徴。会期中の公開授
業では、一般の参加者を交え、出演者の作家観
やものづくりについて討論を行いました。
参加学生：大竹由寿子／大谷祐里枝／岡村悠紀
／小野寺恵里／小野美穂／草柳碧／小林加奈
／佐藤成美／鈴木琢也／田尻裕貴／堀江遼子
／渡邉あゆみ／池下陽子／梅津佐和子／今野真
莉絵／齋藤香奈／須藤ありさ／竹越友美／田中
可也子／池内いずみ／岸田奈津希／床井藍／野
沢麻里／芳賀綾子／平井岳／藤井菜都美／三
浦夏美／門馬加奈／阿部友子／及川あかり／小
泉雄真／今野真咲／佐藤潤一／佐藤円香／鈴
木淳平／堤麻友／永井梨佳／中野悠

自ら撮影した世界各地の映像素材を元に、コン
ピュータでの映像作品と合わせて作曲をする、ア
ーティスト高木正勝氏を招き、ドキュメンタリー
映画「或る音楽」の上映会と、近藤一弥教授と
のトークイベントを9月4日に山形フォーラムにて
開催しました。近藤教授は、高木さんのプロジェ
クト「 Tai Rei Tei Rio」のアートディレクショ
ンを手掛けており、それぞれの立場からの制作
秘話などを語りました。
後援：福島県立美術館

建築・環境デザイン学科の教授陣の執筆による、
これからの住宅のあり方を提案した本「未来の
住宅　カーボンニュートラルハウスの教科書」
を出版しました。エコで快適な家を建てるための
知識や、新しいけれども懐かしい、明るい未来の
ためのエコロジー住宅についての提案などを紹介
しています。
共著：竹内昌義教授／山畑信博教授／馬場正尊
准教授／三浦秀一准教授／渡辺桂講師
出版：株式会社バジリコ
価格：1,680円
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空手道種目の組み手で3位獲得
女子大生3人の凄ワザに注目！

6月28日に福島大学で開催された「平成21年度
東北地区大学体育大会」の空手道種目の組み手
で、本学空手部が3位を獲得。女子の部団体は
3人で構成され、建築・環境デザイン学科4年の
斎藤芳子さん、同学科1年の今井雪愛さん、美術
科彫刻コース2年の沓沢佳奈さんが出場しました。
また、美術科彫刻コース3年の猪股新悟さんが、
陸上の砲丸投げ種目で秋田県体育大会で2位に
入り、第36回東北総合体育大会に出場しました。

キヤノン写真新世紀2009で佳作受賞
独特の世界観が評価を受けた

出会いを踊りや展示などで表現した
第5回あとりえマサト展覧会

身近な友人や風景を撮影し、独自の視点で画像
加工した独特の世界観を表現した洋画コース4年
の竹原優さんの作品「 inevitable」が、本年度
の「写真新世紀2009」で佳作を受賞しました
（蜷川実花さん選出）。「写真新世紀」は、キヤノ
ンが新人写真家の発掘・育成・支援を目的に実
施しているもの。11月7日－29日に東京都写真
美術館にて受賞展が開催されます。
WEB：http:/ /web.canon.jp/scsa/

多世代・他分野の交流拠点としての廃校活用の
研究会の一貫として、在学生グループ「かもし
か隊」がディレクションを担当した作品展「第5

回あとりえマサト展覧会凸凹」を8月15日－9月
13日に朝日町旧立木小学校で開催。5回目とな
る今回は立木での人と人との出会いを、凸凹とし
た重なりに見たて、踊り・山歩き・スケッチ会な
どのワークショップや展示で表現しました。
出展者：田中敦子／川勝節子／ミウラタカノリ／
武山信之／平山玄／那須悟（特別出展）
主催：あとりえマサト
共催：朝日町教育委員会
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24

31織物の長い歴史や伝統技術を持つ十日町市を背
景として、現在の十日町市から生み出された染織
デザインやプロダクトを紹介する大地の芸術祭越
後妻有アートトリエンナーレ「絲の家」プロジェ
クトに、テキスタイルコースの学生が参加しました。
会期：7月26日－9月13日
会場：新潟県十日町博物館、越後妻有交流館キ
ナーレ、その他十日町市周辺
主催：大地の芸術祭実行委員会

大地の芸術祭－越後妻有アートトリエ
ンナーレに学生も参加し感動を共有

未来のための提言、デザイン哲学叢書
「デザインの知 VOL.3 2009」を発行

デザイン哲学叢書「デザインの知 VOL.3 2009」
を発行しました。今号ではサスティナブルデザイ
ンの研究者として第一線で活躍されている方々
の論考を多数掲載。サスティナブルデザインと
は何か、未来のためにデザインに何ができるかを
論述しています。
発行日：3月31日初版発行
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国内で活躍する若い精鋭作家の発掘を目的に、
芸術の都であるフィレンツェ滞在を通して創作活
動を支援する「フィレンツェ賞展」で、日本画コ
ース卒業生の高橋はるかさんの作品「よあけま
え」が優秀賞を受賞。新潟、東京にて巡回展が
行われます。
会期：12月9日－14日
会場：東京都美術館

今後の創作活動に弾み、第11回公募
雪梁舎フィレンツェ賞展優秀賞受賞

17

大学院ビジネスプロデュース領域の土田裕子さ
んが、8月6日－8日に開催された仙台七夕まつ
りで一番町ステアが出品した七夕飾り「milky 

way」をデザインしました。

何十万人もの人が見上げたであろう
仙台七夕の七夕飾りをデザイン

23

26

映像学科卒業生の大沼洋美さん、映像コース卒
業の野寺亜季子さん、非常勤講師の小岩勉さん
が「仙台写真月間2009」に出品しました。これ
は、7人の作家のそれぞれの写真展を約1ヶ月に
わたって同時的連続的に開催するもので、各ギ
ャラリーにて作品展を開催しました。
大沼洋美写真展「もわの話」／会期：9月8日－
13日／会場：artroom enoma

小岩勉写真展「FLORA#01」／会期：9月16日
－21日／会場：ギャラリー青城
野寺亜季子写真展「Lamp」／会期：9月22日
－28日／会場：art apace宙

仙台写真月間2009に出品
本学ゆかりの作家が写真展を連続開催

13

デザインを世に送り出す予行演習
グッドデザインエキスポ2009に出展

作品展もワークショップなども充実
第2回ボーダレスアート展 inやまがた

宮島副学長が現代美術家として英国へ
ロイヤルオペラハウス舞台芸術を担当

立体アート作品「時のさなぎ」で
彫刻コースの学生が AAC2009に入選

建築 ･ 環境デザイン学科温井亨准教授
率いるチュートリアルが地域とコラボ

プロダクトデザイン学科が中心となり、8月28日
－30日に東京ビッグサイトで開催されたグッドデ
ザインエキスポ2009にブース出展しました。こ
れは、アジア最大規模のデザインイベントで、
身近な生活用品から乗用車や建築まで、私たち
の暮しをとりまく、デザイン2,000点以上が一堂
に集まる展示会です。
主催：財団法人日本産業デザイン振興会
また、六本木 AXISギャラリーにて8月27日－9

月6日に「第4回 金の卵 学校選抜オールスター
デザインショーケース」が開催され、プロダクト
デザイン学科3年生の11名が参加し、授業課題
などの成果を披露。国内外の学生が「社会を良
くするデザイン」をテーマに作品やポートフォリ
オ展示を行いました。 

作品展示：齋明日美（ 3年前期スノーピーク産学
成果：いつものキャンプ＋ GAKU）
ポートフォリオ展示：吉田奈々／鈴木得之／山田
絵梨花／清井友広／松岡明日香／若林理美／佐
藤一輝／原竜佑／太田晋玄／八木沼美佳

障害を持つ作家の作品を、国内外に送り出して
いる「ボーダレス・アートミュージアム NO-

MA」（滋賀県）が日本各地で発掘した作品と、
山形県内から幅広く公募した作家の作品展を、9

月18日－23日に文翔館ギャラリーで開催しまし
た。9月18日には卒業生でボーダレス・アートミ
ュージアム NO-MA 学芸員の藤本えりかさんに
よるギャラリートークも開催したほか、在学生や
卒業生によるワークショップも開催しました。
ナビゲーター：阿部亮平（美術科洋画コース副
手）／黒田未来／佐藤愛／中林春菜／松崎江利
（美術科総合美術コース4名）
実行委員長：伊藤寿彦（NPO 法人ゆにぷろ）

現代美術家として活躍する宮島達男副学長が、
イギリスのロイヤルオペラハウス舞台芸術制作に
携わることになりました。
演出：ウェイン・マクレガー
会場：ロイヤルオペラハウス （ロンドン）
制作日程：2009年11月4日－18日 

マンションの共用空間に展示するための立体アー
ト作品を募集する学生コンペ「AAC2009－アー
ト・ミーツ・アーキテクチャー・コンペティション」
に、彫刻コース4年の松本商利さんの作品「時の
さなぎ」が入選。設置場所に対してのテクスチャ
ー、色と形のシンプルさなどが評価されました。
WEB：http:/ /www.aac-compe.jp/

温井亨准教授のチュートリアル「地域に入る」が、
地元住民・商店街、地域の建築家、上山まちづ
くり塾、まちづくりセンターと行政との共同作業
で、空店舗を改装し、ギャラリー兼ミニ・フルー
ツパーラーをオープンしました。ギャラリーは学
生作品を中心に展示し、フルーツパーラーでは
地元農家が提供する果物を食べられます。
会場：上山市十日町商店街旧梅津歯科医院の長屋
主催：チュートリアル「地域に入る」
助成：上山市「やる気満マンプラン」
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5月31日－6月7日に開催されたズーリン国際児童・
青年映画祭（INTERNATIONAL FILM FESTIVAL 

FOR CHILDREN AND YOUTH）で、前田哲准教
授が監督した映画『ブタがいた教室』が、The 

City of Zlin Award - honorable mention of 

feature film for children賞を受賞しました。また、
前田哲准教授が演出を手がける市原隼人主演ドラ
マ『猿ロック』が、山形テレビ（日本テレビ系列）
にて7月23日からオンエアされています。

「ブタがいた教室」前田哲准教授の
監督作品が映画祭で受賞の栄誉
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SHORT REVIEW
デザセン一次審査

WELCOME TO TUAD
開かれた芸工大への扉

CLICK HERE!

本誌 でご覧いただいた内容は、WEB

でもご紹介しています。さらに、WEBな
らではのお楽しみもいっぱい。本誌ではご
紹介しきれなかった作品やエピソードなど
をプラスα編集。ご期待ください。また、
読者のみなさんにご参加いただくコーナー
へのお申し込み・お問い合わせ窓口にもな
っています。下記のWEBサイトをクリッ
ク＆チェックしてみてください。
WEB：http:/ /gs.tuad.ac.jp/gg/

9月9日、朝早くから沢山のパネルが敷き
詰められた芸工大の体育館。その間を縫う
ように慌ただしく行き交うのは、〈デザセン
2009〉（第16回全国高等学校デザイン選
手権大会）の審査委員と学生スタッフたち。
応募総数485チームの中から、10月25日
（日）に開催する決勝大会に出場する入賞
10提案と、入選30提案を決定するための
第一次審査が行われていました。この日審
査にあたったのは小山薫堂審査委員長を
はじめとする審査委員6名。エコ、医療・
福祉、教育、政治、愛など、カテゴリー別
に並べられた提案パネルを熱心に見て回っ
ていました。
午後からは、審査委員の投票によって入
賞・入選候補40数点をピックアップし、

審査委員が候補作品を囲んで講評会。一
人ひとりが、なぜ自分がその提案に1票を
投じたかを説明したり、高校生らしさやオ
リジナリティを検証したり、提案内容の分
野の偏りを考慮したり……。入賞7～8点
までは満場一致で決定したものの、その後
はしばらく一進一退。専門も個性も異なる
審査委員の顔ぶれから、様々な視点の意
見が飛び出しました。「夫婦円満の秘策と
もいうべきこの提案、おもしろい！ スケー
ルの小ささがむしろ個人的には好きなんだ
けど、みなさんどうでしょう」と中山ダイ
スケ教授。〈100万人のキャンドルナイト〉
の仕掛け人でクリエイティブディレクター
のマエキタミヤコさんは、社会性の強い提
案に興味を示しながら、「コンセプトは凄く

いいから、見せ方にもう少し工夫がほしい。
公開プレゼンテーションでは楽しい演出を
期待したいですね」と一言。そして、小山審
査委員長の「コミュニケーション関連では
これがどうかな。家事を楽しくしてくれる主
婦目線の提案。発展性もありそうだし」と
いう意見で最後の一点が決定。決勝大会
に挑む入賞10提案がまとまりました。
審査は、応募者の都道府県も学校名も伏
せた状態で純粋に提案内容だけを見て行わ
れるのですが、入賞・入選したのは、やは
り常連校の顔ぶれが目を引きました。高校
生ならではの視点、感性で私たちを驚かせ、
感動させてくれた485チームに感謝。そして、
その頂点をめざして決勝大会に臨む10チ
ームの健闘を是非ご覧ください。

『デザセン2009 決勝大会』
日時：10月25日（日）12:30－17:00  

会場：本館201講義室（入場無料）
主催：東北芸術工科大学
審査委員：小山薫堂／赤池学／竹内昌義／原研哉
／藤原正義／茂木健一郎／中山ダイスケ／マエキ
タミヤコ
出場高校：北海道札幌平岸高等学校／盛岡工業高
等学校／新庄神室産業高等学校／東京工業高等専
門学校／伊東高等学校城ヶ崎分校／名古屋市立工
芸高等学校／香寺高等学校／神戸市立科学技術
高等学校／九州産業大学付属九州高等学校／与
勝高等学校
WEB：http:/ /www.tuad.ac.jp/hidechamp/

今年の12月に「第3回世界アーティスト
サミット ASK2009」を、姉妹校の京都
造形芸術大学で開催します。真に優れた
アーティストは、明確なビジョンと哲学に
育まれた「想像力と創造力」を持って地
域や社会に向き合い、作品を制作してい
ます。そんなアーティストたちこそ、世界
が直面する問題を解決する斬新なアイデ
アを提案し、閉塞した状況に風穴を開け
ることができると確信し、その議論と提
案のプラットフォームとして、世界各国の
アーティストが京都に集まります。そのア
ーティストサミットの公開シンポジウムで
は、〈デザセン2009〉で上位3位に入賞
した3チームによる特別プレゼンテーシ
ョンも開催。高校生の真っすぐな想いを、
京都でもご覧いただけます。

世界アーティストサミット

上：2007年開催のコアミーティングの
様子。7人のアーティストによる熱い議
論が交わされた。下左：2007年の公開
シンポジウムで発表したデザセン入賞
チーム。今年はどのチームが上位 3位
に入賞するのか、10月の決勝大会に期
待。下右：会場は本学の姉妹校でもあ
る、京都造形芸術大学。

『世界アーティストサミット 公開シンポジウム』
日時：12月19日（土）－20（日）13:00－18:30

会場：京都造形芸術大学 京都芸術劇場「春秋座」
詳しくは、京都造形芸術大学  世界アーティストサ
ミット事務局までお問い合わせください。
TEL：075-791-8027（平日9:00－17:00）
E-mail：info@artists-summit.org
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EVENT SCHEDULE

9/2-11/30
2つの個性と互いの調和をダブル鑑賞
本学卒業生の阿部岳史さんと、大学院修了生の元
木孝美さんによる 2人展を開催します。カラフル
な立方体による彫刻作品とトタンを素材にした彫
刻作品の調和をお楽しみください。
『阿部岳史・元木孝美「UNISON」展』
会期：9月2日（水）ー11月30日（月）11：00ー23：00

会場：横浜ベイクオーター「ギャラリーBOX」（横
浜市神奈川区金港町1-10）（入場無料）

10/4-11/29
アートを体験する、あたらしい「湯治」へ
芸術家を地域に招き、その制作活動を支援する
「アーティスト・イン・レジデンス」と、肘折温泉
の「湯治」のスタイルと組み合せた『肘折版現代湯
治』。今年度は 6人のアーティストを肘折に招待し、
温泉文化に触発された作品が生まれました。温泉
街各所にアートを展示するほか、草木染や水墨画、
現代舞踏など体験できる講座も開講します。
『肘折版現代湯治2009』
会期：10月4日（日）ー11月29日（日）
会場：山形県最上郡大蔵村肘折温泉
アーティスト：太田三郎／三瀬夏之介／森繁哉＋
南山座／山崎和樹／松山隼／望月梨絵

10/7-11/2
不思議と不気味が魅了する焼き物の世界
大学院工芸領域修了の根本裕子さんが個展を開催
します。焼き物でつくられた想像上の動物たちが、
不気味でユーモラスな独特の風景をつくり出すイ
ンスタレーション。会場に鳴り響く、聞こえない
賛歌と不思議な動物たち。その世界をぜひご覧く
ださい。
『根本裕子展－陶 幻視のいきもの－』
会期：10月7日（水）ー11月2日（月）10：00ー18：00

（日曜日休館）
会場：INAXギャラリー（東京都中央区／入場無料）
〈アーティスト・トーク〉
日時：10月7日（水）18：00ー19：00

10/16-11/11
さらに深まる日本と韓国のアート交流
2009年度のアーティスト・イン・レジデンスプロ
グラムでは、韓国を代表するアーティストで、梨
花女子大学校教授の曺徳鉉氏（Cho Duck Hyun／
本学大学院客員教授）を招聘。日本では初めての
個展となる本展では、鶴岡市での写真をもとにソ
ウルのアトリエで制作された新作絵画・約30点と、
インスタレーション作品を発表します。 

『曺徳鉉－ FLASH BACK』
会期：10月16日（金）ー11月11日（水）
日曜・祝日休館／10月 25日（日）は開館（※入館
は閉館時間の30分前まで）
時間：平日10：00ー18：00／土曜日10：00ー17：00

会場：本館7Fギャラリー （入場無料）
〈スペシャル対談 「曺徳鉉×宮島達男」〉
日時：10月22日（木）18：00ー20：00

〈宮本武典 キュレータートーク〉
日時：11月6日（金）10：30ー12：00

10/21
アーティストと経済との関係とは
アーティスト、アーティストを目指す若者たちと
その支援者、ならびに芸術を愛するすべての人々
への希望と秘策を語っていただきます。
『ハンス・アビング博士日本講演「なぜアーティス
トは貧乏なのか」』
日時：10月21日（水）18：40ー
会場：408講義室

10/21-28
卒業生後、長崎で生まれた作品たち
大学院工芸領域卒業生で、長崎県波佐見町でス
ズキジュンコさんらとアートスペース「モンネポ
ルト」を運営する長瀬渉さんが個展を開催します。
「会場には会期中毎日居ますので遊びに来てくだ
さい。（長瀬さんより）」
『陶日記』
会期：10月21日（水）ー28日（水）11：00ー19：00

（最終日17：00まで）
会場：工芸いま（東京都中央区銀座）

10/23-11/8
伝統ある公募展の受賞作品を一堂に
岡倉天心、横山大観らの意志を継ぐ、日本美術院
による由緒ある公募展に、在学生や卒業生、教員
が多数入賞。巡回展として山形展が開催されます。
『山形展』
会期：10月23日（金）ー11月8日（日）（月曜休館）
会場：山形美術館
入場料：一般1,000円／大学・高校生600円／中学・
小学生400円
出席同人：松本哲男／福王寺一彦／清水由朗
在学生：山口裕子（院友推挙）／今枝加奈（初・写真）
卒業生：阿良山早苗／鬼塚堅太／木村夏子（院友推
挙）／須田健文／髙橋一徳／中井香奈子／山田美
知男（初）
教員・研究員：谷善徳講師／高橋誠特別研究員
奨励賞受賞：番場三雄教授

10/24-1/23
プロの小説家に学ぶ希少なプログラム
東北に出版文化を育むことを目的に「小説家・ラ
イター講座」を開催中。文芸評論家の池上冬樹氏
をコーディネーターに、プロの小説家をゲスト講
師にお招きします。小説家を目指す方はもちろん、
小説に興味のある方はお気軽にご参加ください。
『小説家・ライター講座』
受講料：一般2,000円／学生1,500円／高校生無料
会場：仙台文学館（定員90名）
問合せ：東北文化研究センター
〈人生の後半で書き始めた小説〉
日時：10月24日（土）17：00ー19：00

講師：茶木則雄
〈作家の何に注目するのか〉
日時：11月21日（土）17：00ー19：00

講師：北上次郎（文芸評論家）
〈作家が脱皮するとき〉
日時：12月19日（土）17：00ー19：00

講師：村山由佳（直木賞作家）
〈なぜ小説を書くのか〉
日時：2010年1月23日（土）17：00ー19：00

講師：角田光代（直木賞作家）

10/25
決勝大会では、一次審査で選ばれた 10チームが映
像や模型を使って提案を発表します。新たに脳科
学者の茂木健一郎氏、デザイナーの原研哉氏が審
査委員に加わり、講評コメントにも注目です。詳
しくは裏面をご覧ください。
『デザセン2009 決勝大会』
日時：10月25日（日）12：30ー17：00

会場：本館201講義室（入場無料）

10/26, 28
プロフェッショナルによるリアルな話
サスティナブルデザインをテーマとして活躍する
インダストリアルデザイナーの益田文和氏と、建
築やプロダクトデザインなど幅広く手がける黒川
雅之氏の講演会を開催します。
『益田文和氏講演会』
会場：407講義室
日時：10月26日（月）14：00ー16：50（時間変更の
場合有り）
『黒川雅之氏講演会』
日時：10月28日（水）17：30ー19：00

会場：201講義室

11/15, 12/13
得意を活かして、進路を切り拓こう
『自己推薦入試／帰国生特別選抜入試』
出願期間：10月21日（水）ー11月4日（水）
試験日：11月15日（日）
合格発表：11月20日（金）
『デッサン特別選抜入試／小論文特別選抜入試』
出願期間：11月21日（土）ー12月2日（水）
試験日：12月13日（日）
合格発表：12月21日（月）

11/15-28
学生らしい新鮮な作品群に乞うご期待
本学美術科版画コースの版画作品のほか、東北・
北海道地域の大学生の版画展です。
『版画の時空展』
会期：11月15日（日）ー28日（土） 9：00ー17：00

会場：本館7階ギャラリー／悠創館（入場無料）

11/16-28
その後も元気に描き続けています
美術科日本画コースの卒業生 6人によるグループ
展を開催します。
『6 iro 東北芸術工科大学卒業生日本画新人作家展』
会期：11月16日（月）ー28日（土）11：00ー18：00

（最終日17：00まで／22日（日）、23日（月）休廊）
会場：東邦アート（東京都中央区銀座）
出品：須田千恵／西山智恵／中田朝乃／土ヶ端大
介／古田正洋／亀岡里美

11/21-23
この家には芸工大らしさが満ちている
仙台市青葉区落合の住宅地に新築する住宅の公開
見学会を開催します。設計を担当した田中研一さ
んと、施主の工藤薫さんは共に芸工大の卒業生です。
『栗生の家 見学会』
会期：11月21日（土）ー23日（月）
会場：仙台市青葉区落合6-4-10

WEB：http://www.shelter-inc.net

12/1-19
学びを深めた院生たちの成果はいかに
大学院修士1年生および博士1・2年生のこれまでの
研究・制作の中間発表です。参加は教職員、学部学
生および大学院生を問いません。作品展示は一般
の方もご覧いただけますので、是非ご来場ください。
『大学院研究レビュー』
会期：12月1日（火）ー19日（土） 9：00ー17：00

会場：本館 7階ギャラリーほか学内各所／悠創館
（入場無料）

12/5-3/27
あこがれの伝統焼き物に挑戦しよう
志野、織部、黄瀬戸という古陶の中でも有名な3種
類の焼き物に絞って花器、お茶碗、板皿、揃いの小
鉢などを制作します。
『陶芸講座「古陶に遊ぶ」』（全15回）
講師：後藤智絵（陶芸家・卒業生）／鈴木誠（工芸
コース副手）
特別講師：佐々木理一（工芸コース講師）
日程：12月5日ー3月27日の土曜日   14：00ー17：00

会場：新実習棟Ａ 2Fろくろ室
対象：一般／初心者から経験者までの15名
申込締切：11月19日（木）まで
受講料：48,000円（粘土代別途徴収）

12/22-26
Tシャツもここまでくると芸術の域
芸工大サークル「T shirts Team」による、オリジナ
ル Tシャツの作品展です。独創的なグラフィック
のプリントはオシャレさんでなくても注目です。
『T shirts Team大展示会』
会期：12月22日（火）ー26日（土） 9：00ー17：00

会場：悠創館（入場無料）

1/16-25
広く公開することも成長の糧、いい経験
美術科工芸コース 2年生 30名による、陶器や漆器、
フェルト作品など演習課題の作品展です。
『工芸コース2年生課題展』
会期：2010年1月16日（土）ー25日（月）9：00ー17：00

会場：悠創館（入場無料）

1/28, 29
来たれ、アート＆デザインの旗手
『一般入試（前期）／センター利用入試（1科目利用）』
出願期間：2010年1月7日（木）ー20日（水）
試験日：2010年1月28日（木）、29日（金）
合格発表：2010年2月10日（水）

※ 企画によっては、日程や開催時間が変更になる
場合があります。ご了承ください。

東北芸術工科大学の広報誌「g*g」では、イベ
ントなどの告知情報をお待ちしております。

在学生、卒業生の皆さんへ

今年も高校生の斬新な提案に乞うご期待


